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国内のバスナンバリング事例 

 

 

既往文献等により、国内のバス系統ナンバリング事例の調査を行った。 

 

（調査結果） 

・遠鉄バス 

・大分バス、大分交通 

・関東自動車 

・岐阜バス 

・熊本都市圏のバス事業者 

・ことでんバス 

・仙台市交通局 

・相鉄バス 

・秩父地域 

・とさでん交通 

・名古屋市営バス 

・新潟交通 

・西東京バス 

・箱根登山バス 

・八戸市 

・広島県バス協会 

・北陸鉄道 

・松江市営バス 

・松本電鉄バス 

・横浜市営バス 

 

【五十音順】 

  

参考資料２ 
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遠鉄バス 

■時 期 ： 1981年〜 

1974年には系統番号が導入されているが、1981年

にはカラー方向幕の採用と同時に方面別に再編成 

■位置・エリア 

■種 類 ： 

数字（原則２桁） 

 

               

■実施にあたっての工夫点   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

【方角別の主要街道を通る路線を軸に系統ナンバリング】 

・10の位に関しては方面別に時計回りに付番しており、原則10の位

毎に色分けしている。 

 

■浜松市中心部のバス路線図 

■浜松駅発着の系統一覧 

方面 主要な街道 系統 カラー 

0番台  0・1 遠州浜蜆塚線、2 早出線、3・5 三島江之島線、4 中田島線、 

6 大塚ひとみヶ丘線、8 鶴見富塚じゅんかん、8-22・9-22 大平台線、

8-33 伊佐見線、9 掛塚さなる台線 

白 

10番台 東海道（浜松駅より西

側） 

10・12 浜名線、15 浅田米津線、16-4 小沢渡線 青 

20番台 雄踏街道 20 志都呂宇布見線 黄緑 

30番台 舘山寺街道 30 舘山寺線、36 大塚ひとみヶ丘線、37 大久保線 橙 

40番台 姫街道（本坂通り） 40 気賀三ヶ日線、41 高台線、43 引佐線、44 渋川線、45 奥山線、

46・46-テ 都田線、47 医大じゅんかん(葵町医大線)、48 和合西山線 

緑 

50番台 飛龍街道（高林バイパ

ス） 

50 山の手医大線、51 泉高丘線、53・56 萩丘都田線、57 医大じゅん

かん(中央署医大線) 

あずき 

60番台 二俣街道 61内野台線 紫 

70番台 笠井街道 70・73・75・76 笠井線、71・74・77・78 蒲線 黄or茶 

80番台 東海道（浜松駅より東

側） 

80 中ノ町磐田線、85 労災篠ヶ瀬線 あずきor

茶 

90番台 掛塚街道 90・92・93・96・97 掛塚さなる台線、91 鶴見富塚じゅんかん 桃 

 ■浜松駅バスターミナルのりば案内 

10の位に関しては方面別に時計回りに付番 

＊色については例外もあり 

10〜90番台は浜松駅を中心に、主要な

街道を通る路線を、西から時計回りに付

けられている。 

 

8-22は、22の路線を市街地側で8の

路線の経路に変更し、8の経路→22

の行先、という意味合いで使用 

 

静岡県浜松市・湖西市・磐田市・袋井市等 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%81%93257%E5%8F%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%81%93257%E5%8F%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E9%81%9362%E5%8F%B7%E6%B5%9C%E6%9D%BE%E9%9B%84%E8%B8%8F%E7%B7%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E9%81%9348%E5%8F%B7%E8%88%98%E5%B1%B1%E5%AF%BA%E9%B9%BF%E8%B0%B7%E7%B7%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%81%93257%E5%8F%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%81%93152%E5%8F%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%81%93152%E5%8F%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%81%93152%E5%8F%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E9%81%9345%E5%8F%B7%E5%A4%A9%E7%AB%9C%E6%B5%9C%E6%9D%BE%E7%B7%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%81%93152%E5%8F%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%81%93152%E5%8F%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%81%93150%E5%8F%B7
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■ナンバリングと組み合わせた観光施策 

 

 

 

■効果・評価 

  

・ 浜松駅からの主要な街道を通る幹線系統（１０方向）と各幹線からの行先の数が、２桁の系統ナンバリン

グに適合できており、カラーリングがされているため、ビジュアル的に、わかりやすく方向や位置的な把

握がしやすくなっている。 

・遠州浜温泉まで行くバスは、温泉マークが付いているものあり、

目印になっている 

ピクトが入ると、一目で目的地の

性格が把握できる 
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大分・別府エリア 

■時 期 ： 2006年12月 

大分市内を走る一般路線バス全路線に対して、従来

の行き先番号制に代わって系統番号制が導入 

（大分交通・大分バス共通の制度） 

■位置・エリア 

■種 類 ： 

頭文字（アルファベット）＋数字（２桁）       

■実施にあたっての工夫点  

●系統番号のルール 

基幹経路 

大分・別府エリア 

 

【大分交通・大分バス統合による、階層を持つ系統ナンバリン

グ】 

バスが走るルートを「基幹経路」と「準基幹経路」に設定し、共

通ルートを走るバスは共通の系統番号となるアルファベットと数

字で表示し、遠くからでも見えるようにわかりやすく表示されて

いる。 

 

基幹経路については、中心部からほぼ真北へ向かう経路を「A」

（新川方面、大分交通担当）とし、経路の方角に対して時計回り

（東回り）に「B」（中島方面、大分交通）「C」（大洲・岩田・臨

海経由鶴崎方面、大分バス）とアルファベット順に記号をつけて

いる。 

系統番

号 

行き先 

なし  

A 新川方面 

B 中島方面 

C 大洲・岩田・臨海経由鶴崎方面 

D 萩原・高城方面 

E 滝尾・明野方面 

F 元町経由府内大橋方面 

  

 

 十の位：準基幹経路 

（基幹経路からの分岐点） 
一の位：終点 

アルファベット：「基幹経路」 

数字（２桁） 

十の位：「準基幹経路」（基幹経路からの分岐点） 

一の位：終点 

Ｄ５１ 
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■ナンバリングと組み合わせた観光施策 

 

  

 

 

■効果・評価 

  

・バスの系統番号を、バス事業者間で統一して付番し、アルファベットと数字で表記しているため、外国から

の旅行者等にもわかりやすい。 

 

外国人旅行者が公共交通機関を使って迷う

ことなく移動できるように、多言語による案内

をおこなっている。 

 

図  バス停に設置された多言語案内(別府市) 

【公共交通に関する多国語案内施設の充実】 

方向幕や車内での案内で、行き先番号表示

とともに、行き先の多言語による表記も検討

されてきている 
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関東自動車 

■時 期 ： 1989年 

1970年代に市内線に路線毎の系統番号を導入 

1989年から、宇都宮を発着する郊外路線全路線

にも番号制を拡大し、現在の番号形態となった 

■位置・エリア 

■種 類 ： 

数字のみ 

 

               

■実施にあたっての工夫点   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

宇都宮市を中心に隣接する地域 

【宇都宮駅等の行き先の多い系統を統一して、系統ナンバリング】 

行き先を示す番号が路線ごと付番、往路と復路で番号が異なる 

JR宇都宮駅行を[01]、駒生営業所行を[10]に統一 

 

■エリア別路線図一覧 

路線が宇都宮駅を中心に、広域にばら

けて広がっているため、中心ゾーンを

含めたエリア別の路線図が、ホームペ

ージ上で見ることができる 

方向幕は、バスの正面に表示 

行き先を示す番号制（往路と復路で番号が異な

る） 

 

■行先番号と経由地・行き先 

■  行先

番号 
行き先 

01 （各方面からの）JR宇都宮駅 

02 新道経由JR宇都宮駅東口、中平出経由JR宇都

宮駅東口、宇大循環（みやバス） 

10 作新学院経由駒生、済生会・作新学院経由駒生

等   

11 新道経由柳田車庫、新道・ベルモール経由柳田

車庫、中平出経由柳田車庫、陽東桜が丘東経由

ベルモール 

12 越戸経由柳田車庫、越戸経由松下電器 

  

  

JR宇都宮駅へ行くバスは[01]となる 

（行き帰りの系統番号が変わる） 

立岩への路線は、行きは「45：立岩」、

帰りは「01：JR宇都宮駅」となる。 

■ エリア７の路線図（部分） 

○  
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■ナンバリングと組み合わせた観光施策 

 

 

 

■効果・評価 

  

・ 行き帰りでそれぞれの方面を示し系統番号が異なるが、番号が１違いで覚えやすい。また、帰りの多

くの路線の行き先となる宇都宮駅が「０１」と固定され把握しやすい。 

  【方面別乗り場と系統ナンバリングの整理】 

・ 宇都宮駅において、のりば番号と系統番号が整理されている。 



8 

 

岐阜バス 

■時 期 ：2008年4月1日  

2008年以前は、市内線には路線名に由来する平仮名の

記号が付けられ、各方面ごとに緑、青、赤、紫等に色分

けをしていたが、2008年4月1日から現在の8つの幹線+

支線系統を表す『アルファベット+2桁の数字』に変更 

■位置・エリア 

 

■種 類 ： 

頭文字（アルファベット）＋数字（２桁）               

■実施にあたっての工夫点   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

階段部には、さらに細かな情報を

サインにより提供している 

岐阜県岐阜市を中心とした岐阜地区・中濃地区 

・岐阜駅を中心とした8つの幹線に分け、 アルフ

ァベット（右図→）と2ケタの数字で表してい

る。 

【幹線ルートを軸に展開する行先番号制】 

・系統数が多く、距離も長い路

線があるため、頭文字で区

別するとわかりやすい 

幹線系統番号 枝分かれする停留所 

N 
長良（長良橋通り）

（Nagara） 

JR岐阜駅－1）岐阜市役所前－2）岐阜公園歴史博物館前－3）鵜飼屋－4）長良北町－5）下岩崎－6）三田洞（みた

ほら）－7）岐北厚生病院前－8）高富    

K 
金華（金華橋通り）（Kinka） JR岐阜駅－1）市民会館裁判所前－2）メディアコスモス前－3）早田（そうでん）東町－4）岐阜メモリアルセンター前

－5）長良八代公園前 

C 
忠節（忠節橋通り）

（Chusetsu） 

JR岐阜駅－1）西野町－3）忠節－4）則武－5）正木北－6）岐阜大学－7）岐阜大学病院 

O 
大縄場（Ohnawaba） JR岐阜駅－1）都通り 1丁目－3）大縄場大橋西－5）島大橋東－6）曽我屋－7）北方円鏡寺前－8）リバーサイドモ

ール 

G 鏡島・河渡（Kagashima） JR岐阜駅－1）鍵屋－3－森屋－5）鏡島（かがしま）弘法前－6）河渡（ごうど） 

W 西加納（West） JR岐阜駅－1）加納新本町－3）加納竜興町－5）六条大溝町－6）鶉ターミナル 

E 東加納（East） JR岐阜駅－）加納桜道－1）城南通り－3）茜部小学校前－5）下佐波 

B 梅林（Bairin） JR岐阜駅－1）梅林公園前－3）岐阜日産前－5）北一色－6）日野橋－7）長山－8）小屋名 

 

 

幹線８ルートの系統番号 

『アルファベット』は主要経由地別に8つの幹線

を、『2桁の数字』は支線系統を表す 

系統番号とともに、関連する経由地と行き先名

が文字の大きさを変えて縦にレイアウトされ見

やすい。また、鉄道のピクトは岐阜駅経由は、

岐阜駅を経由することが一目でわかる 

同じ路線でも往復で番号が変わる 
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■ナンバリングと組み合わせた観光施策 

 

 

 

■効果・評価 

  

 【系統ナンバリング・カラーリングを前面に出したバスマップ】 

バスマップは、系統番号とカラー

リングで簡潔に表現 

・ ナンバリングが、方面別方向と幹線の分岐点を階層化して整理され、ビジュアルにカラーリング、整理さ

れているため、岐阜のまちの構造やバス路線網のネットワークが把握しやすく、わかりやすい。 

・ 行き先に合わせて往復でナンバリングが変化するため、案内が明確である。 
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熊本都市圏のバス各社 

■時 期 ： 1996年4月1日 

熊本都市圏のバス各社局（九州産交バス、熊本

市交通局、熊本電気鉄道、熊本バス、熊本都市

バス（当時の熊本市交通局））は、1996年4月1

日に各社局共通の系統番号を導入 

■位置・エリア 

■種 類 ： 

頭文字（漢字一文字）＋数字 

 

 

               

■実施にあたっての工夫点   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

【事業体を超え、統一化された系統ナンバリング】 

・系統ナンバリングは熊本都市圏を中心に統一 

・方面別に頭文字を、さらに細かな経由地や終点を番号

で表示している 

 ■ 行き先方向幕の見方 

■  

■方面別・路線別番号一覧表（一部） 

【バス正面・方向幕の表示例】 

頭文字は熊本交通センターを基準として方面別に

方角または地名の頭文字となる漢字、これに数字

を組み合わせたもの 

 

方面別に方角（「東」「西」）または地名

の頭文字（「南」「北」「子」「県」「川」な

ど）となる漢字を使用 

熊本都市圏のバス各社局が、共通

の系統番号で付番されている 

  

 

方向幕は、バスの前部、中央ドア横、後部の

３箇所に表示 

 

熊本都市圏 
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■効果・評価 

  

・ 頭文字は熊本交通センターを基準として、方面別に方角または地名の頭文字となる漢字を用いてお

り、場所に馴染みのある人にわかりやすいナンバリングとなっている。 

・ 方向幕の経由地が赤文字になっており、色を変えることで系統番号や行先も見やすくなっている。 

・路線案内図は、方面別・系統別に色分けして番号、路線名、経由地が示されている。 

 

■路線案内図 



12 

 

ことでんバス 

■時 期 ： 2001年 

2001年5月13日 サンポート高松のJR高松駅前の

バスターミナル供用開始にともない行先番号を

採用 

■位置・エリア 

■種 類 ： 

数字 

 

               

■実施にあたっての工夫点   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高松市（停留所「大学病院」は除く） 

行き先を示す番号制（往路（奇数）と復路（偶数）

で番号が異なる） 

 

【まちなかループバスも組み込まれた 

 行き先番号制のナンバリング】 

まちなかループバスも系統番号に

組み込まれている（東廻り１・西廻り

２がついていてわかりやすい）。 

 

 

■バス路線図 

運行系統番号は、行きと帰りで異なる 

サンメッセ （下り６１⇔上り６２） 

        （下り６３⇔上り６２） 

 

行き先を示す番号が路線ごと付番、往路

と復路で番号が異なる。 

まちなかループバスは、１・２が割り振

られている 

 

マップでは、郊外方面別によって区分け

されて、必要に応じて見るように工夫さ

れている 
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■ナンバリングと組み合わせた観光施策 

 

 

 

■効果・評価 

  

・ 系統番号は、行きと帰りで異なっているため覚えやすい。 

・ マップでは、郊外への路線バスとまちなかを周遊するバス、空港バス等が一目でわかるように整

理されている。 

  【市内の交通網や施設等の掲載されたバス運行図】 

 市内中心部のバス・鉄道、観光施設やホテル等の情報が盛り込まれたマップ。 

  色分けされ、ナンバリングが分かりやすく表記されている。 
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仙台市交通局 

■時 期 ： 2006年（平成18年）4月 

2006年（平成18年）4月から全路線の系統番号を再編し、

車外・車内放送でも行先と同時に系統番号を読み上げる

ようになった。 

■位置・エリア 

■種 類 ： 

数字（２桁及び３桁）で表記 

終点の場所に応じアルファベットが付加 

（仙台駅行ならば「S」など）                

■実施にあたっての工夫点   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宮城県仙台市 

・全系統に付番されており、仙台駅を発着通過する系統は数字3桁、地下鉄・JR駅を発着

する系統は数字2桁で、上り下り同一番号となる。 

 系統番号の付番は、数字の桁数（２桁及び３桁）で鉄道駅の発着通過を区別している 

■３桁表示の系統番号 

・3桁表示の系統番号（仙台駅を発着通過）

では、数字の上位2桁で仙台駅を中心に

大まかな方向がわかる。 

・数字の上位2桁で区分けされた行先表示 
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■効果・評価 

  

・ エリアや路線数など規模の大きなバス路線網にあって、仙台駅とその他の駅発着の路線を桁数で区分

け、アルファベットの付加による目的地の明示など、系統の大きな区分けを工夫することによって、

系統番号の認識しやすさを効果的に高めている。 

・市内中心部に向かう上り便は、終点の場所に応じ以下のアルファベットが付く 

・同一系路上を運行するものが複数ある場合、市バス営業所、出張所または地下鉄

駅等を終点とする系統に以下のアルファベットが付く 

【アルファベットの付加による目的地の明示】 

系統番号 

番号が900番で仙台駅を発着通過

で、「S」がついているため、仙台駅

行のバスである 
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相鉄バス 

■時 期 ： 1949年12月 

当時存在していた運行路線に対して1系統から

43系統まで順番に附番、その後、路線の改変や

廃止が繰り返され、新設されるなど現在に至る 

■位置・エリア 

■種 類 ： 

 頭文字（営業所の略文字）＋数字 

 

               

■実施にあたっての工夫点   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

神奈川県中央部 

海老名市・綾瀬市・座間市・大和市・寒川町・横浜市 

【営業所の略文字を使った系統番号】 

現在3つの営業所を持ち、一般路線の系統番号は

「営業所の略文字+数字1 〜 2桁」となってい

る。 

■方向幕 

営業所の略文字：「浜」「旭」「綾」 

系統番号の例外は116系統で、

神奈川中央交通との共同運行

であり、かつては横浜市営バ

スとも共同運行を行っていた

経緯から、同じ数字のみの系

統番号が使用されている。 

 ■略文字と営業所名 系統番号 営業所名 

浜 横浜営業所 

旭 旭営業所 

綾 綾瀬営業所 

 

バス路線は、相鉄線を中心に 駅同士を結ぶ路線

のほか、駅と住宅街を結ぶ路線が多くを占めてい

る。 

 

系統番号の例外となる１１６系統 

 

旭営業所管轄エリア 

 

 ■バス路線図 
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 ■ナンバリングと組み合わせた観光施策 

 

 

 

■効果・評価 

  

・ 相鉄線に沿って路線網が広がっており、系統化の区分を面的なエリアとして、３つの営業所管内エリア毎

に系統化を行っている。 

 

系統番号をカラー表示やグラフィッック処理で強調して、路線図を見やすくしている。 

 【系統番号を強調した路線図】 
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秩父地域・西武観光バス 

■時 期 ： 

① 2012年12月16日～ 

 

② 2018年4月1日～ 

■位置・エリア 

■種 類 ： 

① 頭文字（アルファベット）＋数字 

 

 

② バス停ナンバリング 

           

実施にあたっての工夫点  

 方面別のエリアをアルファベットの頭文字で、 

支線を番号で系統化 

埼玉県秩父市、横瀬町、皆野町、小鹿野

町 

 

［系統番号と路線］ 

【ナンバリングによる、軸や拠点等地域の構造をわかりやすく表現】 
・幹線道路上にバス路線があり、

エリアの構造や特性など、関係

性が把握しやすい 

・マップには、秩父札所めぐり

のための、バス情報、系統番

号が一覧表になっている 
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■ナンバリングと組み合わせた観光施策 

 

 

■効果・評価 

 

 

 

・ 秩父のバス路線の特徴を活かし、秩父駅を中心とした放射状の路線網を英文字表記とカラーリングでわか

りやすく展開されているため、外国人はもとより誰でも理解でき、記憶しやすい。 

・ バス路線はそれぞれの方面の幹線道路を通るルートとなり、観光拠点もルート上にある。バスが主要な公

共交通となるため、バス路線と観光を絡めたビジュアルな情報提供がわかりやすい。 

【１日乗車券による利用喚起 】 

【 HPによるみどころ紹介 】 

[写真投稿＋クイズに答えて 

「西武バス方向幕タオル」をゲット]         

方向幕タオルは、系統番号を印象づけ

覚えてもらうことに一役買っている。 

【方向幕タオルの景品】 

・各路線の見所をわかりやすく

紹介している 

１日乗車券の利用範囲が一目でわかるとともに、

使い勝手が良いように感じられる。 

カラーリングやナンバリングがシンプルでわかりやすい情報提供につながっている 
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とさでん交通株式会社 

■時 期 ：2014年10月1日  

とさでん交通は、2014年10月に3つの事業者

（土佐電気鉄道・高知県交通・土佐電ドリーム

サービス）の統合により新設、系統番号制度を

導入した 

■位置・エリア 

■種 類 ： 

頭文字（アルファベット）＋数字 

               

■実施にあたっての工夫点   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

高知県高知市 

【はりまや橋交差点を起点に、系統番号を変化させて表示】 

はりまや橋を中心とした主要なアルファベットのルート 

はりまや橋交差点の前後で、

方向幕の表示が変わる 

・高知中央地域のバスは、郊外から中心部の「はりまや橋」交差点

に向かって集まり、大きく21のルートに分けられアルファベット

が振られている。 

・それぞれのルートには、英字を、更に終点停留所や経由地毎に数

字1文字を振り分けることで、はりまや橋からの系統を「A1」や

「K3」のように示している。 

・バスははりまや橋までに辿りつくまでのルートと、はりまや橋を

通過してからのルートの2つのルートを使って運行しているため、

時刻表や方向幕では「T3‣Y3」のように表記し、どういう経路を通

ってどこに行くのかを明示している。 

【停留所での統一化された情報提供】 
バス停には、そのバス停をバスが通過する時刻表があり、バスマップもあ

る。目的地や通過時間のほかに、【行先番号】【経由】も表示している。 

バスマップ 

バス停の時刻表 

 

・バス停を通過する系統番号が、

同じ表内に表示、方向で色別さ

れていて把握しやすい 

アルファベットは、「はりまや橋」を中心に、

21のルートに振られている 
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■ナンバリングと組み合わせた観光施策 

 

 

 

■効果・評価 

 

・バス車両内、バス停への掲示 

・ホームページへの掲載 

・観光パンフレットへの掲載 

・行政の広報誌等への掲載 

・県内の駅や観光施設、ホテル等でのチラシ（バスマップ）の掲示、配布 

【系統番号化の様々な媒体による周知】 

・ はりまや橋を通過するバス路線の特性をふまえて、はりまや橋を中心にナンバリングし、行き先表示を変

更する独自の系統化及び情報提供は、わかりやすい。 

系統番号化は、様々な媒体で周知され、日頃、バスを利用されない（わからないから使わない）県民

や観光・ビジネスで来高された人に、バスを利用しやすくすることを狙っている。 

はりまや橋 

 


